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1. [Pre] 配筋入力環境の改善

- 中空断面の内部エッジを利用した配筋

- テーブルによる鉄筋の一括入力、始端・終端ごとの「はなれ位置」指定

- 不等間隔指定による鉄筋入力

2. [Pre] 任意形状RC断面のM-φ計算（巻立て補強を含む）

3. [Pre] 令和7年道路橋示方書に対応した鋼断面のM-φ計算（SM570、SBHS400、SBHS500）

4. [Pre] 平成29年道路橋示方書IIIに基づくPC部材のM-φ特性算出の改善

5. [Pre] 非線形特性テーブルによる「塑性化扱い」の指定

6. [Pre] M-φパラメータのUI改善

7. [Pre] ファイバー要素の改善

- 円形断面の形状分割変更、テーパー断面への対応

- 損傷状態のテーブル出力

8. [Pre] JT-KOHKAデータの読み込み改善

9. [Post] 凡例サイズの調整

10. [Post] 格子計算における同時性断面力の出力改善

 Pre & Post 4



26 Plug In

 Design 14
1. [耐震照査] H29・R7道示（限界状態設計法）への対応

2. [耐震照査] H29・R7道示に基づく下部構造の照査

3. [耐震照査] H29・R7道示に基づく上部構造の照査

4. [耐震照査] PC上部工断面のせん断耐力の自動計算

5. [耐震照査] 耐震解析専用メニュー

6. [耐震照査] 照査計算書の改善（要約結果・照査グラフ）

7. [鋼部材の応力照査] H29・R7道示（限界状態設計法）への対応

8. [鋼部材の応力照査] 許容応力度の割増係数を荷重ケースごとに設定

9. [鋼部材の応力照査] フランジの片側有効幅の計算

1. [Solver] 非線形ヒンジの曲げ・せん断連成モデル

2. [Solver] RC部材の軸力変動モデル：オリジナル武田型

 Solver 24

1. ヒンジデータの処理改善（グラフ表示・Excel連携）

27 Bug Fix
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1. 配筋入力環境の改善

 材料/断面 > 断面 > 断面マネージャー > 鉄筋(RC)

• 中空断面では、内部エッジを基準にかぶりを指定するだけで配筋できます。

• 断面側面からの「はなれ位置」を、始端と終端で個別に指定できます。

• テーブルを使用して鉄筋を一括入力できます。

- 既設部・補強部の配筋に対応

- Excelからコピー＆ペースト可能

• 「,」と「@」による不等間隔の鉄筋入力に対応

Pre & Post

不等間隔指定による鉄筋入力

中空エッジ(エッジ5～8)を
基準に配筋

鉄筋のテーブル入力
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形状外郭線のオフセットを利用した簡単な配筋

2. 任意形状RC断面のM-φ計算（巻立て補強を含む）

 材料/断面 > 断面 > 断面マネージャー > 鉄筋(RC)

• CADで作成した任意形状断面への配筋

- ガイドラインで断面外郭にかぶりの基準線を設定し、スナップ機能を使って基準線上に配筋

- 断面の基準位置を設定し、相対座標を使って配筋

• 任意形状断面に対するRC・鋼板・繊維の巻立て補強

• 配筋後の断面に対するM-φ非線形特性の計算

Pre & Post
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3. 令和7年道路橋示方書に対応した鋼断面のM-φ計算（SM570、SBHS400、SBHS500）

 材料/断面 > 非線形特性 > M-φ計算 > M-φパラメータ

• 令和7年道路橋示方書IV 下部構造編に、SM570、SMA570W、SBHS400、SBHS400W、SBHS500、SBHS500Wを使用した矩形断面鋼製柱の

許容ひずみ算定式が追加され、これらの材料を用いたM-φ計算に対応しました。

- 矩形断面鋼製柱：εa=1.5εy

• 材料定義で対象材料を選択すると、M-φパラメータで使用できます。

Pre & Post

道示IV 下部構造編から抜粋

M-φパラメータで対象材料を使用
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4. 平成29年道路橋示方書IIIに基づくPC部材のM-φ特性算出の改善

 材料/断面 > 非線形特性 > M-φ計算 > M-φパラメータ

• ひび割れ曲率の算出時に、プレストレスによる一次力の影響を考慮できるようになりました。

• ひび割れモーメントの算出に使用する換算断面諸量では、PC鋼材の断面積を常に控除します。

また、実ヤング係数比を内部計算して使用します。

• 降伏曲げモーメントの発生位置を指定できるようになりました。

※ PC部材の一次力を考慮してM-φ特性を算出するには、施工ステージ解析の実施が必要です。

Pre & Post

オフの場合、指定方法には「最外縁引張材」のみ表示されます。
オンの場合、指定方法で次の4項目を選択できます。
• 最外縁引張材
• 最外縁鉄筋
• 最外縁PC鋼材
• 直接入力

 材料/断面 > 断面> 断面マネージャー>鉄筋(PC/合成) >M-φパラメータ

φpに応じて、従来のM-φ曲線を初期曲率分だけ平行移動します。
（下図の赤線）
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5. 非線形特性テーブルによる「塑性化扱い」の指定

 材料/断面 > テーブル > プロパティテーブル > 非線形特性テーブル

• M-φ非線形特性の計算後、非線形特性テーブルで要素ごとに「塑性化扱い」を指定できるようになりました。

• 対象要素の「塑性化扱い」を「線形」に設定すると、解析では全断面有効の弾性剛性を適用します。

• 「線形」に設定した場合も、対象要素の非線形特性情報は保持されます。

このデータは、耐震照査で最大応答変位・残留変位の照査を行う際、“許容変位 算出方法”を“M-𝜙より算定(𝛿௬)”に指定すると参照されます。

Pre & Post

非線形特性テーブルの“塑性化扱い”

φy0
φ

h

φc

h

部材の非線形特性（曲率）分布を用いて
降伏変位を算出
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6. M-φパラメータのUI改善

 材料/断面 > 非線形特性 > M-φ計算 > M-φパラメータ

• 「非線形特性」タブで、材料タイプに応じた「材料のσ-ε関係」のみを表示するように改善しました。

• RC/PC材料：「コンクリート標準示方書」「道示V（H14）」「道示III（H14、σc=σck）」「道示III（H14/24、σc=0.85σck）」

「道示V（H24）」「道示III（H29、σc=0.85σck）」「鉄道構造物等設計標準（H24）」

• 鉄骨材料：「道示V（H14）」「道示V（H24）」「道示IV（R7）」「道示IV（H14/24、杭基礎）」

• SRC材料：「道示V（H14）」「道示V（H24）」「道示IV（R7）」

Pre & Post

M-φパラメータ - RC/PC材料

鉄骨材料

SRC材料（コンクリート充填）
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7. ファイバー要素の改善

 材料/断面 > 非線形特性 > ファイバー要素 > ファイバー要素の断面定義

 結果 > 荷重タイプ：時刻歴 > 時刻歴 > ファイバー断面 > 断面損傷検討を含むファイバー要素 > セルの最大ひずみ

• 円形断面の形状分割を変更：「補強材付きパイプ」「補強材付きSRCパイプ」の分割数を16から36に増やし、断面定数の計算精度を向上しました。

ただし、補強材付き円形断面の分割数は、補強材の数に応じて変わります。

• テーパー断面のファイバー分割：i端側で設定したファイバー分割情報をj端側に自動マッピングします。

• ファイバー断面の損傷状態：断面内セルの最大・最小結果に、損傷状態（弾性、ひび割れ、降伏、終局）を表示します。

Pre & Post

マッピングされた
j端側の断面分割情報

パイプ断面の形状分割を変更

ファイバー断面の損傷状態を出力
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8. JT-KOHKAデータの読み込み改善
• 読み込み時に、1軸照査モデルまたは2軸照査モデルを選択できるようになりました。

- 2軸照査モデルでは、橋軸方向と橋軸直角方向で重複する要素を1つにマージし、剛性を統合します。

• 読み込み時に、橋脚の断面形状を指定できるようになりました。

これにより、読み込み後に断面寸法を定義し、必要に応じて配筋できます。

 外部ファイルの読み込み > JT-KOHKA(*.str)ファイル

Pre & Post

CIVIL NX 2026(V1.1) CIVIL NX 2025(V1.1) 

断面定義で寸法を入力
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9. 凡例サイズの調整

Pre & Post

• 凡例の詳細設定に、凡例の幅を変更するオプションを追加しました。

- フォントスケール：文字サイズを変更して凡例の幅を調整します。「最大幅（文字数）」と組み合わせて調整されます。

- 表示比率（%）：作業画面に対する凡例の表示割合を指定し、凡例の幅を調整します。

- ピクセル幅：凡例の文字幅をピクセル単位で指定します。「最大幅（文字数）」と組み合わせて調整されます。

凡例の詳細設定

表示比率の変更：10% → 15%

 結果 > 結果表示 > 反力、変形、断面力、応力度
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10. 格子計算における同時性断面力の出力改善

Pre & Post

• 従来は、着目要素に対する他要素の同時性断面力を出力する仕様だったため、要素ごと・断面力成分ごとの結果を得るには個別の設定が必要で
した。

• Ver.980では、要素ごと・断面力成分ごとの同時性結果を簡単に出力できるオプションを追加しました。

• 要素断面力の結果テーブルで「同時性断面力の表示」を選択すると、要素ごとの同時性結果を出力できます。

同時性断面力の結果を出力する要素タイプを指定

 荷重 > 格子計算タイプ > 格子計算 > 格子計算データ > 格子計算制御データ

 結果 > 一般結果タイプ > 結果テーブル > 梁要素 > 断面力

出力する同時性
断面力の成分を
指定

梁要素の断面力テーブル
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1. [耐震照査] H29・R7道示（限界状態設計法）への対応

 耐震照査 > 照査対象 > 照査グループ設定(下部構造)

• 平成29年および令和7年の道路橋示方書（以下「道示」）に対応し、限界状態設計法による耐震照査が可能になりました。

- 全体系：最大応答変位・残留変位（照査ケースに応じて、許容変位の算出に用いる慣性力作用位置の節点を指定できます）

- 上部構造：曲げモーメント、せん断（R7道示では、RC部材の限界状態2を照査できます）

- 下部構造：最大応答変位・残留変位、曲率、せん断（R7道示では、ウェブコンクリートの圧壊を照査できます）

Design

制限値の部分係数設定

照査ケースの設定

作用の種類
：変動作用・偶発作用

許容変位の算出節点の設定

RC上部工限界状態2の照査
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照査項目 照査式 制限値

水平変位 RC橋脚

δmax≦ξ1・ΦRY・δyE (限界状
態1)

δmax≦ξ1・Φs・δls2 (限界状
態2)

δmax≦ξ1ξ2・Φs・δls3 (限界状
態3)

鋼製橋脚

δmax≦ξ1・Φs・δls2

RC橋脚

δls2 ＝ k2・(δyE+(φls2-φy)Lp(h-Lp/2))

δls3 ＝ k3・(δyE+(φls3-φy)Lp(h-Lp/2))

鋼製橋脚

δls2 ＝ k・δa

曲げ曲率
φmax≦ξ1・Φs・k2・φls2

φmax≦ξ1ξ2・Φs・k3・φls3

φmax≦φa                                           (鋼製橋脚)

せん断力 S≦Susd ＝ ξ1ξ2・(Φuc・Sc + Φus・Ss)

S≦Sucd ＝ ξ1ξ2・Φucw・Sucw (R7年追加)

Sc ＝ k・τr・bw・d

Ss ＝ k・(Aw・σsy・d・(sinΘ+cosΘ))/(1.15a)

Sucw ＝ τrmax・bw・d

残留変位 δR≦δRa －

2. [耐震照査] H29・R7道示に基づく下部構造の照査
• 平成29年および令和7年の道示では、RC橋脚について、水平変位、残留変位、曲げ曲率、せん断力を照査します。

• RC橋脚の限界状態に対応する水平変位、曲げ曲率、せん断力の制限値を算定する際に、補正係数kを乗じます。

• 鋼製橋脚の水平変位の制限値には、部分係数が導入されました。

Design
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照査項目 照査式

曲げモーメント RC上部工

Mmax≦Myd = ξ1・Φy・Myc                                                          
(限界状態1)

Mmax≦Myd’ = ξ1 ・Φy・Myc’
(限界状態2)

Mmax≦Mud = ξ1 ξ2・Φu・Muc   
(限界状態3)

PC上部工

Mmax≦Myd = ξ1・Φy・Myc                                                          
(限界状態1)

Mmax≦Mud = ξ1 ξ2・Φu・Muc   
(限界状態3)

せん断力

3. [耐震照査] H29・R7道示に基づく上部構造の照査
• 平成29年および令和7年の道路橋示方書では、RC・PC上部構造について、曲げモーメントおよびせん断力を照査します。

• 令和7年道示では、曲げモーメントまたは軸方向力を受けるRC部材を対象に、新たに限界状態2の照査が追加されました。

Design

S≦Susd ＝ ξ1ξ2・(Φuc・Sc + Φus・
(Ss+Sspi))+ξ1ξ2ΦupSp

S≦Sucd ＝ ξ1ξ2・Φucw・Sucw +ξ1ξ2ΦupSp

制限値

Sc ＝ k・τr・bw・d + Sd・M0/Md

Ss ＝ Cds・k・(Σ(Aw・σsy・d・(sinΘ+cosΘ))/(1.15a))

Sp = Ap・σpe・sinα

Sspi = Ap・σs・d(sinθ’+cosθ’)/(1.15a’)

Sucw ＝ τrmax・bw・d
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4. [耐震照査] PC上部工断面のせん断耐力の自動計算

Design

• PC鋼材の引張力が負担するせん断力（Sp）と、斜めPC鋼材または鉛直PC鋼材が負担するせん断力（Sspi）を考慮できるようになりました。

※ Spを考慮するには、施工ステージ解析の実施が必要です。

• せん断耐力は、各地震波について、着目するせん断応答値が生じた時刻の同時刻応答値を用いて算出し、その最小値を採用します。

 材料/断面 > 非線形特性 > M-φ計算 > M-φパラメータ> 材料 > RC/PC

 材料/断面 > 断面> 断面マネージャー>鉄筋(PC/合成) >M-φパラメータ

斜めPC鋼材または鉛直PC鋼材の降伏強度を定義 斜めPC鋼材または鉛直PC鋼材を設定

上部構造の斜引張破壊に対するせん断耐力の結果シート
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5. [耐震照査] 耐震解析専用メニュー
• 線形フレームデータの作成後、死荷重解析や固有値解析などの計算タイプに応じて、必要な解析設定メニューを自動で切り替えます。

これにより、耐震解析に必要なデータを効率よく入力できます。

• 計算タイプ：死荷重、固有値、プッシュオーバー、時刻歴応答
- 解析設定データ：支持・支承、荷重、部材の非線形特性、質量・減衰、解析制御

Design

 耐震照査 > 耐震解析データタイプ > 計算タイプ

◎ 死荷重解析

◎ 時刻歴解析

◎ プッシュオーバー解析

◎ 固有値解析
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6. [耐震照査] 照査計算書の改善（要約結果・照査グラフ）

 耐震照査 > 計算書 > 計算書出力

• 要約計算書：部材の損傷程度や応答塑性率の表示に対応し、レイアウトを見直して視認性を向上しました。

• 照査グラフ：曲げ・せん断の応答値と制限値を同一グラフに表示し、部材の損傷状態を一目で確認できるようにしました。

Design

耐震照査グラフ

要約照査結果
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7. [鋼部材の応力照査] H29・R7道示（限界状態設計法）への対応

 設計 > 設計タイプ：鋼部材設計 > 設計規準 > Japan Road Ⅱ-R07, Japan Road Ⅱ-H29

 設計 > 設計タイプ：鋼部材設計 > 設計情報データ > 基本情報 > 限界状態設定

• 平成29年および令和7年の道示に対応し、限界状態設計法による応力度照査が可能になりました。

• 部材ごとに限界状態を設定でき、限界状態1および限界状態3の照査に対応します。

Design

■鋼部材の限界状態1,3の照査 ※令和7年基準
（限界状態1）
5.3.5 軸方向引張力を受ける部材
5.3.9 曲げモーメント、せん断力およびねじりモーメントを受ける部材
（限界状態3）
5.4.1 軸方向圧縮力を受ける両縁支持板
5.4.2 軸方向圧縮力を受ける自由突出板
5.4.3 軸方向圧縮力を受ける補剛板
5.4.4 軸方向圧縮力を受ける部材
5.4.5 軸方向引張力を受ける部材
5.4.6 曲げモーメントを受ける部材
5.4.7 せん断力を受ける部材
5.4.8 軸方向力および曲げモーメントを受ける部材
（鋼管部材）
5.7.8 鋼管部材の限界状態3

部材ごとに限界状態を設
定
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7. [鋼部材の応力照査] H29・R7道示（限界状態設計法）への対応

 設計 > 設計タイプ：鋼部材設計 > 設計情報データ >荷重組合せタイプ

• 設計用荷重組合せに、「永続作用支配」「変動作用支配（D+EQ）」「変動作用支配（その他）」「偶発作用支配（D+EQ）」、

「偶発作用支配（その他）」の各支配作用に該当する荷重組合せを割り当てます。

• 割り当てた支配作用に応じて、応力度の制限値を算出する際の部分係数ξ1（調査・解析係数）、ξ2（部材・構造係数）、Φ（抵抗係数）などを自動算定します。

Design

支配作用別の部分係数の自動算定
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8. [鋼部材の応力照査] 許容応力度の割増係数を荷重ケースごとに設定

 設計 > 設計タイプ：鋼部材設計 > 設計情報データ > 荷重組合せタイプ

• 平成14年および平成24年の基準では、従来バージョンは設計用荷重組合せの組合せ係数を逆算して調整する必要がありました。

Ver.980では、荷重ケースごとに許容応力度の割増係数を直接設定できるようになりました。

Design

荷重組合せ別の割増係数

割増係数に1.5を適用

割増係数に1.7を適用
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9. [鋼部材の応力照査] フランジの片側有効幅の計算

 ウィザード > 鋼橋 > 鋼桁 > 支間情報、有効幅

 材料/断面 > 断面 > 有効幅の増減係数

• 桁形式の自動判定：支持部が2箇所なら「単純桁」、3箇所以上なら「連続桁」、ヒンジ部があれば「ゲルバー桁」と判定します。

• 支間・断面情報から片側有効幅を計算し、断面二次モーメントの増減係数と中立軸を自動算定します。

Design

自動算定した有効幅の増減係数
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各反復計算でヒンジ断面の接線物性を更新

1. 非線形ヒンジの曲げ・せん断連成モデル

 材料/断面 > 非線形特性 > M-φパラメータ

• 曲げ剛性に応じてせん断剛性を変化させる「曲げ・せん断連成モデル」を追加しました。

- 成分ごとにヒンジ断面を1箇所指定し、両端モーメントの線形補間値でM-φ履歴を更新して接線断面剛性EItを算出します。

- EItをTimoshenko梁の閉形式剛性行列に代入します。部材⾧方向の数値積分は行いません。

- せん断変形はパラメータΦに反映します。Φを接線値で更新するか、弾性値に固定するかを選択できます。

Solver

曲げ面における両端モーメントと回転角の関係は、せん断変形を考慮したTimoshenko梁の閉
形式剛性行列で表します。CIVIL NXでは、次の2項の和と差で表されます。

(Timoshenkoせん断パラメータ)

・オン

・オフ

：ヒンジ断面の接線物性で更新します

：解析中は断面の弾性物性で固定します
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2. RC部材の軸力変動モデル：オリジナル武田型

 材料/断面 > 非線形特性 > M-φパラメータ

• 軸力変動の履歴モデルに、「オリジナル武田型／Trilinear」と「オリジナル武田型／Tetralinear」を追加しました。

• 鉄筋コンクリート製ラーメン橋やラーメン式橋脚にも適用できます。

Solver

軸力変動の非線形特性（武田型）
内部計算で得られた軸力とモーメントの関係
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1. 非線形特性データの処理改善（グラフ表示・Excel連携）

 Apps > API > Plug-in

• Excelで作成した非線形特性データを「HINGE Table・Graph」プラグインに貼り付け、CIVIL NX本体に書き込めます。

• 既存の非線形特性データは、「非線形特性の表示」で特性値を一覧またはグラフで確認できます。

Plug-in

軸力変動の非線形特性（武田型）

非線形特性をグラフ表示

CIVIL NXに非線形特性データを書き込む
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Excel Base File

◎ 不具合の修正

1. 格子計算の結果で板要素の断面力が出力されない
：桁を梁要素と板要素の併用でモデル化して影響線解析を実行した場合に、板要素の断面力が出力されない不具合を修正しました。

2. 1D要素の剛性増減係数を算定できない
：梁要素の非線形特性を「降伏強度－剛性低下率」で定義した場合に、1D要素の剛性増減係数を算定できない不具合を修正しました。

3. モデルビュー画面が非表示になる
：モデルビュー画面の「×」ボタンで画面を閉じた後、ツールバーアイコンを右クリックすると、
「想定されないエラーが発生しました」と表示される不具合を修正しました。

4. メタファイルを変換できない
：「Apps > メタファイル変換」でキャプチャー画像をEMFファイルに変換すると、エラーが発生する不具合を修正しました。

5. 印刷プレビューにダミー文字が表示される
：板要素の切断面図を印刷プレビューで表示した際、最大値・最小値の近くに
ダミー文字「30」が90度回転して表示される不具合を修正しました。

6. 施工ステージ解析のリンク要素結果が電算結果出力に表示されない
：電算結果出力で、リンク要素（弾性連結要素、汎用リンク要素）の施工ステージ結果が
出力されない不具合を修正しました。

7. 格子計算における同時性断面力の算定時のP1荷重係数
：格子計算における同時性断面力の算定時、主断面力以外の断面力成分に対しても主断面力と同じP1荷重係数が適用されていた不具合を修正しました。

Bug Fix


